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国際ロータリー第2620地区�

例　会　場／ホテル御殿場館�

開 会 点 鐘／12：30�

ロータリーソング／それでこそロータリー�

内　　　容／クラブ協議会（第2回）�
　　　　　　　　　ガバナー補佐／全員�
会 員 慶 事�
☆連続出席�
　8月16日　高村繁男君 （13年間）    �
�  8月20日　神谷高義君 （11年間） 

　先週は、地区レディースプロ

グラム推進委員によります卓話

をお聞き頂きました。   �

�  本日は、「会員増強及び拡大月間に因んで」

のテーマで、会員増強委員会に担当して頂きます。

会員増強どころか会員減少を防ぐことで精一杯

の昨今ですが、ＲＣ本来の目的を原点に返って

見直してみますと、「ロータリーの目標は抑制

ではなく、奨励です。受身ではなく、積極的人

生を奨励しています。」というポールハリスの言

葉が生きた声となって聞こえてきます。そんな

中で、我クラブは幸先良く有望な男性会員を迎

えることが出来そうです。   �

　ところで、今度の日曜日の８月１７日は恒例の「富

士山一斉清掃日」です。社会奉仕委員会のもとで、

当日の計画が練られておりますので、皆さん奮っ

てご参加下さい。   �

　世界自然遺産への登録を目指している北海道の

知床半島では、かつて漁業で使っていた番屋が廃

屋となって、魚網や船・冷蔵庫などが放置された

ままになっていて、道路や港がないために撤去で

きず、世界遺産以前に国立公園としてこのゴミの

山が問題になっているという新聞記事がありました。

現在、日本の自然遺産は白神山地と屋久島の２箇

所です。一方、タリバーンによる大仏破壊で知ら

れるアフガニスタンの「バーミヤン渓谷」が負の

遺産（おそらく複合遺産）として承認されたとい

いますから、世界遺産もいろいろです。国や民族

が誇る文化財や自然環境を、現代を生きる全ての人々

が共有し、未来の世代に引き継いでいくべき人類

共通の宝物が世界遺産です。�

　果たして富士山は如何に。   �

� ８月９日にＲ財団セミナーが富士宮で開催され、

生野委員長と出席しましたが、できれば１１月のＲ

財団月間の前に、必要な事項に関して対処してい

きたいと考えております。 

�

次回8月28日の例会�

１８０８回　１８：３０点鐘　ホテル御殿場館�

会　長　  水口　正宏�



�

『蕎麦を食する会』を本日８月２１日（木）１８：００より�
二枚橋の㈱エビス印刷御殿場営業本部で開催致しま
す。多数の参加をお待ちしております。   

�

８月１７日（日）に予定されていました第１８回富士山一
斉清掃は、連日の悪天候の為残念ながら中止になりま
した。参加を予定されていた皆様には、次回の参加を
改めてお願い致します。�

○例会日/木曜日�
○例会場・事務局/YMCA東山荘�
　静岡県御殿場市東山１０５２�
　電話/０５５０－８３－１１３３　ＦＡＸ/０５５０－８３－１１３８�
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/

会員数� 出席者数�暫定出席率�
計算に用いる�
会員数�

前々回の�
確定出席率�

６０名� ５８名� ４１名�７０.６９％�９６.５５％�
●欠席者（17名）�

　橋本喜市君・小野篤之君・齋藤　衛君・土屋義明君

　林　　準君・小野寛幸君・生野　旭君・内海隆治君 �

　岩田英治君・長田吉弘君・鈴木栄一君・勝又敏雄君�

　齋藤礼志君・高村繁男君・大森清治君・齋藤　保君�

　豊山徹也君 　  

●ローターアクトの皆さん・会員の皆様、８月３日 

　の夏祭り大変ありがとうございました。�

　石川又英さん、大量の肉の差し入れ感謝致します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　芹澤　正明君

●本日８月１４日、テレビ静岡が新橋浅間神社の名水 

　｢木の花名水」の取材に参りました。皆様もどう

　ぞこの名水を飲みに来て下さい。　　　　　　�

山崎伊久雄君�
根上眞一君　7月20日　地区青少年�

高村繁男君　7月31日　長　泉    �

渡辺剛康君　8月 4日　山中湖    �

山崎恭夫君　8月 6日　ＧＲＡ    �

井口修一君　8月 8日　裾　野    �

大庭健一郎君　8月13日　三　島  

○会　　　長/水口　正宏�

○幹　　　事/梶原　一正�

○会報委員長/勝又　　誠�

第2620地区�

●メーキャップ�
　　　 （6名）�

※やむを得ず欠席される方は、午前10時までに
　ご連絡下さい。�

　世界的な会員減少の中で、日本でも１９９６年７

月１日をピークに年々減少しております。会員

自身の退会理由のほとんどがロータリークラブ

そのものの問題に拠るものではなく、会員自身

の個人的な事情に拠るとしても、会員減少によ

るマイナスは大きく、その対応を図らなければ

なりません。   �

　地区会員増強委員長会議で提案されたクラブ

レベルでの対応策は、   �

　①クラブの会長が会員増強に対する決意を会

　　員に説明し、協力をお願いする。   　  �

　②クラブ協議会で、会員増強の三要素（新会

　　員勧誘・退会防止・新クラブ設立）につい

　　て可能性のある方法を探す。   

　③クラブの会員増強の実行計画を、投入･活動・

　　結果の三つに分け、この三つを根気よく繰り 

　　返す。   �

　　投入：勧誘･退会防止･新クラブ設立に人員・

　　　　　資金・情報・知識・活力を注ぐこと。   �

　　活動：情報の収集と分析・最良計画の選定・

　　　　　課題の定義・責務の割り当て・期限の

　　　　　設定・任務の遂行など。　　　   �

　　結果：投入と活動の結果を報告し、繰り返し

　　　　　反省してフィードバックすること。   �

　④地区会員増強委員長やガバナー補佐を例会に

　　招き、会員増強の卓話をしてもらう。   �

　⑤地区会員増強セミナーにクラブから必ず出席し、

　　その内容を例会で報告する。   �

　その他の提案については、８月１４日号の会長挨

拶に記されていますので省略しますが、我クラブ

としては新しい会員候補者の発掘に努め、純増３

名の確保と不満や理解不足による退会者ゼロを目

標にしております。  

会員増強委員長�

深澤　昭三�

会員拡大月間に因んで�
 ｢会員減少とその対応」�


